
情報提供の取り組み
2020年度は新型コロナウイルスの影響により、東京で年2回実施し
ていました決算説明会を中止しました。
株主総会、株主懇談会は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め短時間化、座席間隔の確保、マスク着用、消毒液の設置など対策を
行い開催しました。

ＩＲ活動実績（2020年度）
・とよたビジネスフェア（3月）
・株主向け報告書（6月、11月）
・株主懇談会（6月9日）
・機関投資家、証券アナリストとの個別面談

株主・投資家とともに

基本的な考え方
当社は適時・適切かつ公平な企業情報の発信に努め、さまざまなＩＲ活動を通じて、株式市場における適切な企業評価を得ら
れるよう努めています。
開示に関する法令ならびに東京証券取引所の定める規則に従った情報開示だけではなく、経営方針や事業活動の情報も、
当社への理解を深めていただけるよう積極的に開示していきます。

Pick Up

株主総会

株主懇談会（社長プレゼン） 株主懇談会（技術展示） とよたビジネスフェア（2021年3月）

「大豊工業バーチャル展示場」を開設
コロナ禍により様々な展示会が中止となる中、当社は2021年12月よりオンライン
展示場「大豊工業バーチャル展示場」を開設しました。電動製品の取り組みなど最新
のコンテンツがご覧になれますので是非お越しください。

主な展示内容
・軸受製品 ・エンジン用機能製品
・FCEV ・EV、HEV、PHEV
・モデルベース開発
・「人とくるまのテクノロジー展2021ONLINE」
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FCEV 軸受

EV、HEV・PHEV エンジン用機能

モデルベース開発

特別展示 
人とくるまのテクノロジー展

モータコイル冷却

開発の狙い

課題
・コイルに均等に油が
かかっておらず
冷却が不十分

オイルがかかり
冷却できる領域

オイルがかからず
冷却が不十分な領域

冷却パイプ ・・・ コイル上方から外周に向けオイル吐出

任意に油を制御し最適な位置へ吐出し最適冷却する

図2．冷却シャワー吐出状態
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モータコイルの冷却を促進し損失低減

燃料電池セパレーター

狭ピッチ流路

均一肉厚

高い平坦性

ソリ量２ｍｍ以下

均一な肉厚

アフターコート
プレス後に表面処理

耐食性，導電性

セパレーター

低歪、高シール性

SUS薄板接合（t=0.1）

高い平坦性

ソリ量２ｍｍ以下

低抵抗︓導体抵抗

コーティング

レーザー溶接プレス成形

流路底で溶接接合

溶接有 溶接無

▲65％減

65％の接触低減効果有

開発の狙い 一貫生産による低コスト化
接触抵抗を大幅に低減
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解析・評価技術

《開発のスピードアップと質の両立》

解析・評価技術開発の取組み

開発力強化

試作

単体試験軸受設計

要求分析

エンジン試験

車両試験

システム検討
システム不具合予測
・疲労 ・油量不足
・片当り ・ﾌﾚｯﾁﾝｸﾞ…

システムを含めた軸受提案
・材料選定 ・軸受設計改善
・システム構造/潤滑提案

ブラッシュアップ

最適仕様で試作供試

確認評価

確認評価

Vプロセス上流で設計検討を完結させ最適仕様を提案

INPUT情報（エンジン諸元・モデル等）

事例）機種Aの開発案件より約70%の工数低減可能と試算
⇒ 機種B, 機種Cの開発に適用中
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レベルアップ

やり直し評価レス

開発初期段階からMBDで不具合を撲滅し, 新規開発リソーセス確保

工数
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